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－臨床－
口腔顎顔面領域に発生した脂肪腫の臨床的検討

野池淳一，清水 武，五島秀樹，川原理絵，植松美由紀，細尾麻衣，横林敏夫

長野赤十字病院口腔外科（主任：横林敏夫部長）

Clinical study of lipoma in oral and maxillofacial region
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Abstract: In this report, we examined 32 cases of lipoma treated at our department from 1989 to 2009, and we 
compare these cases with 200 cases reported before in Japan. In our cases, the male-female ratio was 1.1:1 and 
most of the patients were over 40 years of age. The site of involvement was buccal mucosa in 11 cases (34%), 
tongue in 8 cases (25%) and lower lip in 7 cases (22%). The clinical diagnosis was lipoma in 16 cases (50%), fibroma 
in 7 cases (22%) and benign tumor in 6 cases (19%). The size of tumor was ranged from 6mm to 50mm, and the 
mean size was 15mm. The histopathological diagnosis was simple lipoma in 18 cases (56%), fibrolipoma in 12 cases 
(38%), and the other 2 cases were osteolipoma and myxolipoma. Consider about the cases reported before in Japan, 
the site of involvement was buccal mucosa in 75 cases (42%), tongue in 32 cases (18%), lower lip in 22 cases (12%), 
gingival in 21 cases (12%) and oral floor in 11 cases (６%). The histopathological diagnosis was simple lipoma in 126 
cases (75%), fibrolipoma in 33 cases (20%) and the other type of lipomas were rarely found. In our cases, 
intraosseous lipoma， ossifying lipoma， and myxolipoma were extremely rare.

抄録
　当科で 1989 年から 2009 年までに経験した脂肪腫 32 例について臨床的および病理組織学的に検討を行い，自験例
の特徴を明らかにするために，本邦他施設の多数例報告論文との比較検討も行った。自験例では男女比は 1.1：１で
あり，ほとんどが 40 歳以上であった。発生部位は頬粘膜が 11 例（34％），舌が８例（25％），下唇が７例（22％）で
あり，１例は顎骨内に認められた。臨床診断は脂肪腫が 16 例（50％），線維腫が７例（22％），良性腫瘍が６例（19％）
であった。腫瘍の最大径は最小が６mm，最大が 50mmで，平均が 15mmであった。病理組織学的診断は単純性脂
肪腫が 18 例（56％），線維脂肪腫が 12 例（38％），化骨性脂肪腫，粘液脂肪腫が各１例であった。一方，本邦他施設
の多数例報告論文をまとめると，発生部位は頬粘膜が 75 例（42％），舌が 32 例（18％），下唇が 22 例（12％），歯肉
が 21 例（12％），口底が 11 例（６％）であった。病理組織学的診断は単純性脂肪腫が 126 例（75％），線維脂肪腫が
33 例（20％）であり，他はほとんどみられなかった。自験例と本邦他施設の報告例を比較すると，顎骨内に発生し
た１例，および病理組織学的に化骨性脂肪腫，粘液脂肪腫と診断された各１例はきわめて珍しい例であった。
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【緒　　　言】

　脂肪腫は分化した脂肪細胞からなる非上皮性腫瘍であ
り，身体の各部位に発生するが，上半身の軀幹や頸部に
多くみられる 1）。近年本邦において多数の施設より，頭
頸部領域，口腔顎顔面領域，あるいは口腔領域に発生し
た脂肪腫の臨床統計的報告があるが 2-10），いずれの施設
でも年間平均２例以下であり，これらの領域での発生は
比較的まれであると言える。
　今回われわれは，過去 21 年間に当科で経験した口腔
顎顔面領域の脂肪腫 32 例について臨床的および病理組
織学的検討を行い，自験例の特徴を明らかにするために，
自験例と本邦他施設の多数例報告論文とを比較し，考察
を加えた。

【対象および方法】

　対象は，1989 年１月から 2009 年 12 月までの 21 年間
に当科で腫瘍摘出術を施行され，病理組織学的に脂肪腫
と診断された 32 例とし，外来診療記録および病理組織
診断書をもとに，性別，当科初診時年齢，病悩期間，当
科受診までの経路，発生部位，臨床診断，摘出物の大き
さ，病理組織学的診断を調査した。

【結　　　果】

　当科で病理組織学的に脂肪腫と診断された 32 例の概
要を表に示した（表１）。
　性別は男性 17 例，女性 15 例で，男女比は 1.1：1 で

表１　当科で経験した脂肪腫 32 例の概要
症例 性別 年齢 病悩期間 受診経路 発生部位 臨床診断 摘出物の大きさ（mm） 病理組織学的診断
1 男 69 ４年 当院内科 舌縁 脂肪腫 15× 15× 12 単純性脂肪腫
2 男 30 ３年 直接 下唇 線維腫 24× 20× 17 単純性脂肪腫
3 女 57 ２年 直接 頬粘膜 線維腫 13× 10× 5 単純性脂肪腫
4 男 62 自覚なし 開業歯科 口底 脂肪腫 11× 9× 5 単純性脂肪腫
5 男 62 ４年 直接 頬粘膜 線維腫 10× 7× 7 線維脂肪腫
6 男 75 15 年 開業歯科 頬部から顎下部 良性腫瘍 20× 15× 10 化骨性脂肪腫
7 女 43 ３年６か月 開業歯科 頬粘膜 線維腫 12× 12× 8 線維脂肪腫
8 女 42 ３年 開業歯科 舌縁 脂肪腫 7× 5× 5 単純性脂肪腫
9 男 57 ６か月 開業歯科 頬粘膜 脂肪腫 9× 5× 5 単純性脂肪腫
10 女 42 27 年 直接 舌背 乳頭腫 13× 11× 8 単純性脂肪腫
11 男 70 ３年 病院内科 舌縁 脂肪腫 32× 23× 20 単純性脂肪腫
12 男 7 ５年 直接 舌背 線維腫 8× 8× 6 粘液脂肪腫
13 男 66 12 年 開業歯科 下唇 脂肪腫 17× 12× 9 単純性脂肪腫
14 女 35 自覚なし 直接 下顎骨内 顎骨嚢胞 11× 10× 8 単純性脂肪腫
15 男 67 ３週 病院外科 舌縁 脂肪腫 13× 10× 8 単純性脂肪腫
16 女 73 再発 開業歯科 オトガイ下部 脂肪腫 25× 20× 15 単純性脂肪腫
17 男 55 20 年 直接 歯肉 脂肪腫 22× 15× 10 線維脂肪腫
18 男 65 自覚なし 開業歯科 舌縁 脂肪腫 9× 8× 7 単純性脂肪腫
19 男 46 １年２か月 開業歯科 頬粘膜 良性腫瘍 9× 6× 4 線維脂肪腫
20 男 66 １か月 直接 下唇 脂肪腫 15× 9× 9 線維脂肪腫
21 女 12 １か月 開業歯科 下唇 脂肪腫 8× 7× 6 線維脂肪腫
22 女 51 １年 直接 頬粘膜 良性腫瘍 6× 4× 3 単純性脂肪腫
23 男 66 １年 開業歯科 下唇 線維腫 10× 7× 6 線維脂肪腫
24 女 39 自覚なし 当科通院中 頬粘膜 良性腫瘍 10× 8× 7 線維脂肪腫
25 女 76 15 日 直接 頬粘膜 良性腫瘍 8× 5× 3 線維脂肪腫
26 男 64 自覚なし 開業歯科 頬粘膜 脂肪腫 16× 15× 8 単純性脂肪腫
27 女 86 １年 開業歯科 下唇 良性腫瘍 12× 5× 5 単純性脂肪腫
28 女 80 ５年 開業歯科 下唇 脂肪腫 10× 9× 5 単純性脂肪腫
29 女 49 １か月 開業歯科 頬粘膜 線維腫 7× 5× 5 線維脂肪腫
30 女 76 自覚なし 当科通院中 舌縁 脂肪腫 17× 10× 6 線維脂肪腫
31 男 83 自覚なし 開業歯科 頬粘膜 脂肪腫 15× 10× 10 単純性脂肪腫
32 女 15 ２週 開業小児科 顎下部 脂肪肉腫疑い 50× 45× 20 線維脂肪腫
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あり，明らかな性差は認められなかった。当科初診時年
齢は最低７歳，最高 86 歳で，平均 56 歳であった。年代
別では 60 歳代が９例（28％）と最も多く，40 歳以上が
26 例と全体の 81％を占めていた（図１）。
　病悩期間は１年以内のものが 10 例（31％）と多かっ
たが，10 年以上のものも４例（13％）あり，最長は 27
年であった。指摘されるまで自覚がなかった例は７例
（22％）であった。なお，オトガイ下に発生した１例は
再発例であった。
　当科受診までの経路は，開業歯科からの紹介が 16 例
（50％）と最も多く，直接当科を受診した例は 10 例（31％）
であった。
　発生部位は頬粘膜が 11 例（34％）と最も多く，次い
で舌が８例（25％），下唇が７例（22％），口底，歯肉，
下顎骨内，オトガイ下部，顎下部，および頬部から顎下

部にかけて発生したものが各１例であった（図２）。
　臨床診断は脂肪腫が 16 例（50％），線維腫が７例
（22％），良性腫瘍が６例（19％），脂肪肉腫の疑い，乳
頭腫，顎骨嚢胞が各１例であった（図３）。
　治療方法は全例で摘出術ないし切除術を施行した。摘
出物の最大径は最小が６mm，最大が 50mmで，10mm
以下のものが 14 例（44％）と多く，平均は 15mmであっ
た（図４）。
　病理組織学的診断は単純性脂肪腫が 18 例（56％），線
維脂肪腫が 12 例（38％）であり，化骨性脂肪腫，およ
び粘液脂肪腫が各１例あった（図５）。
　なお，いずれの症例も当科での経過観察期間中に再発
は認めなかった。

図１　性別および年齢別症例数

図３　臨床診断図２　発生部位
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【考　　　察】

　骨および軟組織腫瘍のWHO分類（2002）11）によると，
全身の良性腫瘍のうち，およそ 30％が脂肪腫，30％が
線維腫，10％が血管腫，５％が神経鞘腫であるとされて
いる。脂肪腫が口腔顎顔面領域に発生することは従来ま
れであると考えられていたが，われわれが渉猟し得た限
りでは，本邦だけでも 1987 年から 2004 年までに９施設
より，多数例の臨床統計的報告がみられ 2-10），200 例の
集積検討が可能であった（表２）。今回自験例と他施設
の多数例報告論文とを比較し，考察を加えた。

１．性別および年齢
　自験例では明らかな性差は認められず，40 歳以上が
全体の 81％を占めており，中高年層に多い結果であっ
た。本邦他施設の報告では，男性にやや多いとするも
の 2,6-10）と性差がないとするもの 3-5）に大別されるが， ９
施設 2-10）の 200 例をまとめると，男性 115 例，女性 85
例で，男女比は 1.4：１であり，男性にやや多い傾向であっ
た。また，いずれの施設 2-10）も 40 歳以上に多いという
見解で一致していた。
２．病悩期間
　自験例では病悩期間の長いものや，指摘されるまで自
覚がなかったものが多く認められた。本腫瘍の増殖が緩
慢であり機能障害をきたすことが少ない点や，無痛性で
ある点などが病悩期間を長くする要因であると思われた。
３．発生部位
　自験例では頬粘膜が 11 例と最も多く，次いで舌８例，
下唇７例の順であり，他の報告 2-10）とほぼ一致していた
が，歯肉，口底に生じたものは各１例のみで，比較的少
なかった。口腔外に生じたものは３例のみであり，口腔
内と比較して少なかったが，遠城寺ら 12）によると，顎
下部および頸部領域の脂肪腫の発生頻度は全身のうち
22.3％で好発部位の１つであると報告されており，口腔
外に発生するものについては一般外科などの診療科を受
診する例も多いのではないかと推察される。本邦９施
設 2-10）の脂肪腫 200 例のうち，口腔内に発生した 178 例
の発生部位の内訳は，頬粘膜が 75 例（42％），舌が 32
例（18％），下唇が 22 例（12％），歯肉が 21 例（12％），

図４　摘出物の最大径

図５　病理組織学的診断
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口底が 11 例（６％），歯肉頬移行部が７例（４％），硬
口蓋，および軟口蓋が各５例（３％）であった（図６）。
多発例は６例（３％）で，その内訳は舌が５例，頬粘膜
が１例であった。脂肪腫の多発例が舌に多い理由として
は，他部位と比較して舌には脂肪組織が豊富に存在する
ためと考えられている 5,10）。顎骨内に発生した脂肪腫の
報告は少なく，今回の集積例には１例も認められなかっ
た。われわれが渉猟し得た限りでは，本邦での報告は自
験例を含めて４例のみである 13-15）。骨内脂肪腫の成因に

ついては未だ定説がなく，自験例についても成因は不明
であった。
４．臨床診断
　脂肪腫は皮下あるいは粘膜下に無痛性で弾性軟の腫脹
をきたし，表層の皮膚や粘膜は正常であるが，上皮直下
に存在する場合は黄白色を呈することがあると言われて
いる 1）。しかし，すべての脂肪腫がこのような典型的な
特徴を示すわけではなく，自験例においても半数は線維
腫や単に良性腫瘍と診断されていた。特に，病理組織学
的に線維脂肪腫と診断されるものは単純性脂肪腫と比較
して硬く，臨床診断が多様であると言われている 5,6）。
自験例において病理組織学的に単純性脂肪腫と診断され
た 18 例のうち，臨床的に脂肪腫と診断されていたもの
は 12 例（67％）であったのに対し，線維脂肪腫と診断
された 12 例のうち脂肪腫と診断されていたものは４例
（33％）のみであった。脂肪腫の画像検査としては CT
が有用であり，CT値の１つであるHousfield unit （HU）
値が -100 unit と脂肪組織に対して特異的であることか
ら診断できる 2,4-7）。しかし，一般に軟組織腫瘍の画像検
査においては，腫瘍内部性状の描出や周囲組織との境界
の見極めに優れているといった点などからMRI の方が
有用であり 11），脂肪腫においてもT１強調画像で比較
的高信号を示すという特異性がある。他の軟組織腫瘍と

表２　本邦９施設の脂肪腫 200 例の概要
報告者 鈴木ら2）辻野ら3）石川ら4）立石ら5）岡本ら6）田中ら7）福田ら8）滝沢ら9）関根ら10） 計
報告年 1987 1989 1991 1993 1996 1998 1999 2000 2004

検討年数（年） 22 24 23 15 10 8 15 15 26
症例数（例） 33 30 38 20 14 12 7 22 24 200

性別（例）
男 21 16 22 11 8 6 4 13 14 115
女 12 14 16 9 6 6 3 9 10 85

発生部位（例）

頬粘膜 11 11 9 7 7 6 5 7 12 75
舌 5 3 7 5 2 1 0 3 6 32
下唇 5 2 4 2 3 0 2 2 2 22
歯肉 2 4 6 2 1 2 0 4 0 21
口底 2 1 2 1 0 0 0 2 3 11
歯肉頬移行部 0 4 0 2 1 0 0 0 0 7
軟口蓋 2 1 1 0 0 0 0 0 1 5
硬口蓋 0 1 1 1 0 1 0 1 0 5
下顎骨内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
頬部 2 0 3 0 0 0 0 0 0 5
オトガイ下 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2
顎下 3 1 3 0 0 1 0 0 0 8
頚部 1 1 2 0 0 0 0 0 0 4
不明 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

病理診断（例）

単純性脂肪腫 24 32 10 6 9 4 20 21 126
線維脂肪腫 5 5 7 7 3 2 2 2 33
粘液脂肪腫 0 0 2 0 0 0 0 0 2
血管筋脂肪腫 1 0 0 1 0 0 0 0 2
血管脂肪腫 0 0 1 0 0 1 0 0 2
軟骨脂肪腫 0 1 0 0 0 0 0 0 1
筋肉内脂肪腫 0 0 0 0 0 0 0 1 1

図６　口腔内脂肪腫の発生部位
─本邦 9施設 178 例について─
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の鑑別も考えると，脂肪腫に対する画像検査においては
MRI が優先されるべきであると考えられる。
５．摘出物の大きさ
　摘出物の最大径は，自験例では 20mm以下のものが
27 例と多く，他の報告 2-10）と同様の結果であった。発
生部位による大きさの違いは明らかではなかったが，口
腔外に生じた３例は口腔内のものと比較して大きい傾向
にあった。
６．病理組織学的診断
　脂肪腫のなかには，病理組織学的に豊富な線維性組織
の混在した線維脂肪腫，骨形成をみる化骨性脂肪腫，軟
骨形成をみる軟骨脂肪腫，広範に粘液腫様変化をみる粘
液脂肪腫 ，小血管が混在する血管脂肪腫，および平滑
筋線維が混在する筋脂肪腫などがあるとされている 11）。
本邦９施設のうち病理組織学的診断の記載のある８施
設 3-10）の脂肪腫 167 例の病理組織診断の内訳は，単純性
脂肪腫が 126 例（75％），線維脂肪腫が 33 例（20％），
粘液脂肪腫，血管筋脂肪腫，および血管脂肪腫が各２例
（1.2％），軟骨脂肪腫，および筋肉内脂肪腫が各１例
（0.6％）であった（図７）。この結果より，脂肪腫はほ
とんどが単純性脂肪腫であり，線維脂肪腫も珍しくなく，
他はきわめてまれであると言える。硬組織を形成する脂
肪腫はまれであるが，化骨性脂肪腫は軟骨脂肪腫と比較
してもより希少であると言われており 16），今回の集積
例には１例も認められなかった。われわれが渉猟し得た
限りでは，本邦における口腔顎顔面領域の化骨性脂肪腫
の報告は自験例を含めわずか２例のみであった17）。また，
粘液脂肪腫もまれであり，今回の集積例では２例のみで
あった。
　通常，脂肪腫は線維性被膜によって覆われているため，
被膜上で切除すれば再発することはないが，骨格筋線維
に沿って浸潤性に増殖する種類のものは腫瘍が残存しや
すく，再発することがあると言われている 1）。また，ま
れではあるが悪性化することもあると言われてお

り 6,8,9），さらに脂肪腫と脂肪肉腫の鑑別は困難であると
されているため 18），腫瘍は出来る限り一塊で摘出し，
一塊で摘出できない場合には特に慎重な経過観察が必要
であると考える。

【結　　　語】

　過去 21 年間に当科で経験した口腔顎顔面領域の脂肪
腫 32 例について臨床的検討を行った。自験例と本邦他
施設の報告例を比較すると，顎骨内に発生した１例，お
よび病理組織学的に化骨性脂肪腫，粘液脂肪腫と診断さ
れた各１例はきわめて珍しい例であった。

　本論文の要旨は，第 55 回（社）日本口腔外科学会総
会（平成 22 年 10 月，千葉市）において発表した。
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